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1. はじめに 

ロンドン王立医師協会は，1962 年に喫煙が肺がんの

原因となることを結論づけており，古くから喫煙による健

康被害は世界中で問題視されている． また，オースト

ラリアでは禁煙促進効果を狙ってタバコパッケージの規

格としてプレーンパッケージが採用され，禁煙促進画像

により喫煙者が減少した．しかしながら，効果の高い禁

煙促進画像の要件は明らかになっていない．そこで本

研究では，禁煙促進画像の呈示に伴って生じるタバコ

に対する嫌悪感の変化を，機能的MRIを用いて嫌悪の

情動を処理する島皮質[1]の賦活を測定することで評価

し，それをもとに客観的・定量的に効果的な禁煙促進

画像を作成する手法について検討している． 

また，医療現場ではニコチン依存度が高くなるに従

って禁煙の達成が困難になることが知られているため，

本研究もニコチン依存度が低と中の２グループを対象

とした実験を行う． 

2. 実験方法 

１０名の被験者を FTND テスト[2]を用いて，ニコチン

依存度が低と中の２グループに分けた．被験者は喫煙

習慣のある男性健常者 10 名であった．ｔ検定において，

両グループ間の平均年齢に有意差はなかった． 

被験者には最初に図 1(a)の嫌悪表情とタバコ背景を

組み合わせた画像を呈示した．その後にプレーンパッ

ケージ上の禁煙促進画像である図 1(b)を呈示した．そ

の後，再び図 1(a)を呈示した．禁煙促進画像の効果は，

最後に図 1(a)を呈示したときの島皮質の賦活の強度か

ら最初に図 1(b)を呈示したときの島皮質の賦活の強度

を引き算することにより測定した． 

賦活の解析には SPM12を用いて公式手順に従った.

有意水準は uncorrected p<0.001 とした. 

 

   
(a) 嫌悪表情とタバコ           (b)禁煙促進画像 

図１．呈示画像 

3. 結果および考察 

ニコチン依存度が低と中の被験者の結果をそれぞれ

図 2(a)と(b)に示す．今回用いた禁煙促進画像ではどち

らの被験者においても，嫌悪の情動と関係する島皮質

に有意な賦活の差は見られなかった．このことは，禁煙

促進画像によってタバコに対する嫌悪感は増加しなか

ったことを示している．一方，先行研究では，非喫煙者

において，島皮質の有意な賦活の差が検出された．こ

れは禁煙促進画像によってタバコへの嫌悪感が増加し

たことを示している．以上の結果から，非喫煙者では効

果的な禁煙促進画像が，喫煙者に対しては効果的で

ない場合があることが，脳活動による客観的・定量的な

測定によって示された． 

ニコチン依存度が低の被験者の結果では，後悔や

反省に関係があると報告されている前頭極[3]に有意な

賦活の差を示し，禁煙促進画像が後悔や反省といった

情動を引き起こす可能性を示した． 

ニコチン依存度が中の被験者では，喫煙欲求の促

進と関連すると報告されている眼窩前頭皮質に有意な

賦活の差を示し，喫煙欲求が高まった可能性を示し

た． 

 

  

(a)ニコチン依存度低   (b)ニコチン依存度中 

図 2．解析結果 
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